
ＣＡＤやスキャナから取込んだ図面をマウスにより拾い出します。

拾い軌跡が表示され、カラー印刷も可能なので拾い根拠としても利用できます。
（ＰＤＦ、ＤＸＦ、ＴＩＦＦ、ＢＭＰ、ＤＩＢ形式対応）

拾い出し軌跡の表示
拾い出し区間を軌跡として残し、色分けすることができます。
拾いデータ一覧との比較も容易におこなえ、拾いの精度を向上させます。

メニューシートの利用
資材や施工場所、流体などなどを自由に作成でき、
拾い作業時の切替えをスムーズにおこなえます。

文字認識の資材自動判定機能

新設工事と撤去工事の拾い分け機能

盤接続線の省略表示機能

などなど・・・

資材の同時拾い
電線ケーブルと保護管やスイッチとボックス 平面と立管など

拾いデータをクリックすると図面上の位置確認が可能です。
一覧表での拾いデータや資材の変更が容易になります

電線ケーブルと保護管やスイッチとボックス、平面と立管など
複数資材を同時に選択し拾い出すことができます。

シンボルの自動計測機能
DXFデータの場合、シンボル集計が可能になります。
シンボルの位置確認が容易にできます。

縮尺の逆算機能 盤への自動拾い機能別図面参照機能

このﾁﾗｼに掲載された仕様､ﾃﾞｻﾞｲﾝなどは予告なしに変更することがあります。17/05

1Fの図面を拾いながら2Fの図面（別ﾌｧｲﾙ）を
同時に参照出来る為、確認作業が大変簡単です。

図面上の盤領域を事前に設定し線分の端点にて
右クリックを行い「盤へ接続する」メニューが
ポップアップ→自動的に盤へ接続出来ます。

縮小印刷された図面やFAXで縮尺が変わっている
図面でも縮尺を逆算することで、面倒な数量計算の
手間を省力化できます。


